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町民掲示板
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茨城県で開かれている「積小為大（せきしょういだい）の会」は、活動２周年を迎えました。コミュ
ニティに参加するみなさんは、どんな表情をしているのでしょう。この集まりは、どんな想いで
続けられているのでしょう。最近の試みと、町の将来にかける想いとあわせて、振り返ります。

■二年目――古里へとつなぐ船

「難しい話ばかりもなんだから、一
度こういうのもいいね、って言ってね」

こう代表の野田さんが話していたの
は、昨年９月にバーベキュー行事を開
催した折でした。

茨城県内には茨城町という町があり
ます。ここに、「ポケットファームど
きどき」という場所があります。10
名ほどで集まって、アウトドアで盛り
上がりました（写真）。

「子どもたちは、友人や両親にも、故郷へ
の思いを話せずにいます。まずは古里の事実
を見てもらい、自ら福島のことを考えてほし
い」。

続いて12月、事務局長の浅野さんの呼び
かけで、町民以外に向けた企画を実施しまし
た。

大洗（茨城）から苫小牧（北海道）へ向かっ
ているフェリー。これを一便だけ借りて、ふ
だん見られないふるさとを海から見よう。そ
の名も、「明日につなぐ船」。浜通りから茨城
県や千葉県に避難している小中学生14人が
参加し、テレビや新聞でも取り上げられまし
た（写真）。

▲久しぶりのバーベキュー　平成25年9月29日

▲フェリー・デッキで福島原子力発電所を背に　

　平成25年12月25～28日
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2014年３月。コミュニティは二周年を迎えます。２月には総会を開き、新しい一年の方向を話
し合いました。３月は、研修旅行でつくばの研究施設の見学に赴きます。

参加者のみなさんは、この三年をどのように振り返り、何を思うのでしょうか。コミュニティ
のあり方も、模索を続けます。「自分たちのことだけでなく、ふだんお世話になっているみなさん
に喜んでもらえることをしたい」との想いを胸に。また新しい一年、温かく見守っていただけれ
ばと思います。

■これからの一年――町への想い、コミュニティの希望

最後に、みなさんの言葉やメッセージを紹介します。

「僕自身は、今すぐにでも戻りたいって言ってるんです。
家族は戻りたくないっていうけどね。だから家ではもめていて（笑）
実際、戻らない、という人も町民には多いわけだし。
だから、「戻らないのに、何をコミュニティするんだ」って聞く人もいる。
でも、みんな実際にここへ集まってきてるんだから。」

（平成24年６月8日　野田さん）

「町の子どもたちは、すぐ町に戻ることができません。
町の状況が、今のまま子どもたちを抜きに進むのも仕方ありません。
もし、いつか、この子どもたちが、何かしたい、と思い始めたら？　
今のままだったら、そのとき子どもたちはなにもできない。
関わること、投資することができない町になる。
それは町じゃない。
もちろん、未来を押し付けることはしたくない。けれど･･･
外からでも、町に参加することのできる環境は残してやりたい、と思うんです。」

（平成25年11月25日、浅野さん）

「広報の記事を見て、新しい人が来てくれたら嬉しいですよね。
子どものいる方は、参加していいのかなぁと感じていらっしゃるかもしれません。
でも、子どもがはしゃいでたら、みんな元気になります。
みんな面倒を見ます。部屋の中で、いくらでも遊ばせられます。
ぜひ、いちどのぞいてみてほしいですね。」

（平成26年１月25日、馬場さん）

町民掲示板

【お問い合わせ先】
小さな出会いを、大きな希望に。
ご連絡をお待ちしています。
積小為大の会　代表　野田朋弘
☎090-8423-5608　
mail : tomohiro-n@higashi-t.com

今回の記事を寄稿させていただきました。
首都大学東京／関西大学　研究員　吉田耕平
☎080-3818-6091
mail : kohei_y_jiminer@yahoo.co.jp
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３月29日から31日までの３日間、未来連福プロジェク
ト（齊藤美代子代表）主催による東北を応援する企画に
参加しました。
いわき市と会津若松市から参加者を乗せたバスが途中
で合流し、招待地の鎌倉市に向かいました。ひたちなか
市や東京から参加された方も含めて、幼稚園児から大人
まで100名を超える大熊町民の皆さんが参加しました。
鎌倉五山第１位の臨済宗建長寺に２泊させていただ
き、大きな畳の部屋に男女別に寝泊まりし、心温まるお
もてなしを受けました。
美味しい食事や数多くの歓迎行事、交流会での催し物
は、すべて鎌倉のボランティアの人たちの手作りでした
が、２泊３日の日程はきめ細かく計画が練られていたよ
うで楽しい時間が瞬く間に過ぎ去りました。
運営は未来連福プロジェクトが中心でしたが、応援組
織がしっかりしていて、様々な楽しい企画には、ボラン
ティアのあるべき姿を感じました。
宿泊先での東日本大震災追悼法要、座禅、説教など初
めて体験をさせていただきました。雪ノ下教会ではミニ
コンサートで温かい歓迎を受け、鎌倉大仏のある高徳院において逗子開成高校生による勇壮な力強い和
太鼓の演奏、円覚寺では１年に２度しか公開していないという国宝舎利殿を案内していただきました。
鶴岡八幡宮本殿では、東日本大震災の復興を願っての玉ぐし奉奠も貴重な体験でした。これほど教会や
お寺を身近に感じたことはありません。
新江ノ島水族館でのイルカショーも見事でした。地元手広中学生の歓迎の合唱に対して、飛び入りで
参加した大熊中生徒の校歌には涙が出ました。大熊中と手広中の校歌の競演も素晴らしいものでした。
子供たちの様子を３日間見ておりましたが、思ったより元気な様子に安心しました。子供から大人まで
100名もの大熊町民が３日間も寝食を共にできたことも大きな収穫でした。
このような企画に招待してくれた未来連福プロジェクト代表の齊藤美代子先生をはじめ、鎌倉のボラ
ンティアの小、中、高、大学生、一般の方々に深く感謝いたします。
お世話いただいた大勢の鎌倉の人たちに何のお礼もできませんが、私たちが様々な困難な状況の中で、
前向きに歩んでいくことが恩返しになると確信しています。特に未来を担う小学生と中学生には逞しく
頑張って欲しいと思いました。大人も後押しをして、生きる見本を示さなければという思いを強く持ち
ました。
最後に、現在鎌倉で避難生活を送る「農花屋」の吉岡孝雄さんご夫妻が、この企画のボランティアの
一員として参加されており、「鎌倉の人たちの優しい心に触れ、鎌倉を去る気持ちにならない」と話さ
れていたことがとても印象的でした。
鎌倉の皆さん、ありがとうございました。私たちは鎌倉を忘れません。

文責　新谷　孝明

大熊町民が鎌倉に
招待されました

ボランティアの皆さんと一緒に記念撮影

見送りに来てくれた手広中の皆さん

いわき市に避難する新谷孝明さん

からご投稿いただきました。

町民掲示板
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神奈川県鎌倉市の笛田公園に３月11日、「希望
桜」と名付けられた三春滝桜の子孫樹を植えま
した。避難者の中で、大熊町出身者は私たち夫
婦と末永淳さんご夫妻が参加しました。
今後この桜を見るたびに、鎌倉で暮らしたこ
とを思い出すとともに、鎌倉市および鎌倉市民
の皆さんにお世話になったことを感謝したいと
思います。
近い将来、首都直下型地震や東南海地震が発
生すると言われていますが、万が一鎌倉市が被
災したときには「いざ鎌倉」ということでいつ
でも駆けつけ、お世話になった恩返しをしたい
と思っています。
末永さんご夫妻も、私たち夫婦も、元気に暮
らしています。

吉岡　孝雄

おくやみ申し上げます
死亡者名 年 齢 住　所

髙　田　ヒ　テ 94 歳 南 台
吉　田　登　信 83 歳 山 神
石　澤　ハル子 86 歳 大 野
志　賀　忠　朋 83 歳 新 町

2014年（平成26年）３月

埼玉県へ避難している皆さんへ

ひまわりサロン
◆日　時　５月15日（木）
　　　　　10：00～
　　　　　・おしゃべりサロン
　　　　　・お楽しみサロン
◆場　所　川口市立

やすらぎ会館（川口市南
鳩ヶ谷6－8－16）

◆日　時　平成26年５月24日(土)
9：00～12：00 

◆場　所　社団法人茨城県産業会館
(水戸市桜川2－2－35)

◆駐車場　産業会館の駐車場を
　　　　　ご利用ください
◆内　容　弁護士による種々の
　　　　　法律勉強会及び個人相談
◆その他　町民同士の情報交換

【お問い合わせ】　
ひまわりの会　☎080-5431-0123（島田）

大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内
５月の定例会は次の通り開催します。

【お問い合わせ】　
野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com

茨城県に避難の
大熊町のみなさんへ輪になろう！

ふみ出そう！

古都鎌倉に足跡を
残すことができました

植樹に参加した皆さん

鎌倉市に避難する吉岡孝雄さん

からご投稿いただきました。
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京都・先斗町舞妓さんによる「京の舞」が3月26日(水)、
会津若松市の松長仮設住宅と長原仮設住宅の集会所で
披露されました。
このイベントは、3月27日から31日まで中合サテラ
イトショップ会津で開催された「第36回京の老舗めぐ
り展」のため来訪した舞妓さんの、会場で披露する舞
を一足早く大熊町の皆さんに見ていただきたいという
思いから実現しました。
仮設住宅の集会所には、立ち見がでるほど大勢の町
民が集まり「梅にも春」「祇園小唄」の舞が披露される
とすばらしい舞に大きな拍手が送られました。舞妓さ
んへの質問コーナーでは帯留め(ぽっちり)について質
問が上がると、代々受け継がれているもので舞妓さん
にとっては顔よりも一番大事で高価なものだとの説明
に皆さんとても驚いた様子でした。
終了後、舞妓さんと記念撮影をするため、いつまで
も人だかりが絶えませんでした。

先斗町舞妓さんによる「京の舞」が披露されました

大野小学校・熊町小学校合同入学式が４月７日
に同校体育館で、大熊中学校入学式が同日会津大
学短期大学部の体育館で、大熊幼稚園入園式が４
月10日に幼稚園広田園舎で行われました。
今年度は、幼稚園児５人、小学生８人、中学生
９人が学舎の門をくぐりました。式では、皆さん
緊張した様子でしたが、その表情からはこれから
始まる楽しい学校生活を待ち望んでいるような期
待感もうかがえました。

町立小・中学校、幼稚園の
入学・入園式が行われました

▲舞妓さんに拍手を送る町民

▲あでやかな舞を披露する舞妓さん


